
取 扱 説 明 書
（電動アシスト自転車）

自転車を安全で快適にご使用いただくために必ずお読みください

● 納車時に販売店から、電動アシスト自転車の使用方法について充分に説明を受けてください。

● 本書、および別書（一般用自転車）取扱説明書も併せてお読みいただき、紛失しないように

大切に保管し、ご活用ください。

● 電動アシスト自転車を他の人にお譲りになる場合は、取扱説明書も一緒にお渡しください。

● 保証書は「販売店名、お買い上げ日」などの記入を確かめて販売店からお受け取りください。

記入がもれている場合は、販売店にご請求ください。

● お求めになった電動アシスト自転車にあてはまらない内容も含まれていますのでご容赦ください。

● 取扱いがわからないときは、お買い上げの販売店にご相談ください。

ＪＥ－２７９Ｅ

この取扱説明書（電動アシスト自転車）は、シマノユーザー

マニュアルを基本にして、一部内容を編集して作成してい

ます。

別書の取扱説明書（一般用自転車）も併せてお読みいた

だき、正しく安全にお使いください。

（お求めになった電動アシスト自転車にあてはまらない

内容も含まれますのでご容赦ください。）
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● 自転車への配線作業、組み付け作業は、必ず
　　バッテリーおよび充電ケーブルを外した状態で
　　おこなう。さもないと感電します。

　● ユーザーマニュアルに記載されていない自転車への ● 自転車にバッテリーを取り付けた状態で充電
　　　取り付け、調整などにつきましては購入された販売店 　　する場合は、自転車を移動させないでください。
　　　または代理店へご相談ください。なお、自転車安全整 　　充電器の電源プラグがコンセントに根元まで
　　　整士、自転車技士など専門知識を有する方向けのデ 　　差し込まれていない状態になる恐れがあり、
　　　ィーラーマニュアルはウェブサイト（http://si.shimano. 　　火災の原因になります。
   　 com）で公開しています。

● 製品を取り付けるときは、必ず取扱説明書に
　● 製品の分解、改造はおこなわないでください。 　　示している指示を守る。その際には、シマノ

　　純正部品の使用をお奨めします。ボルトまた
　●地域のルールや法律に従って製品をご使用ください。 　　はナット等が緩んだり、製品が破損すると、突

　　然に転倒して重傷を負うおそれがあります。

● 製品は分解しないでください。分解すると、
　　人体に危害を加える恐れがあります。

● ユーザーマニュアルはよくお読みになった後、
　　大切に保管してください。

● 製品は、安全責任を持つ人による監督や、
　　製品の使用指導のもとで使用する。子供を
　　含めて身体的、感覚的、精神的能力が減少
　　している人、または経験や知識の無い人に

　交換作業を必要とする事項は販売店または代理店へ 　　は使用させないでください。
　ご相談ください。
　液もれ、発熱、発火、破裂などによるやけどやけがを ● 製品のそばで子供を遊ばせない。
　避けるため、下記の注意事項を必ずお守りください。

● 充電器及びアダプターが損傷していないか
　　特に、コード、プラグおよび筐体を定期的に
　　確認する。充電器およびアダプターが損傷
　　している場合、修理するまでは絶対に使用
　　しないでください。

　● 走行中はサイクルコンピューターの表示に目をうばわ
　　　れない。さもないと転倒事故などの恐れがあります。
　
　● 乗車前に車輪が固定されていることを確認する。さも
　　　ないと転倒して重傷を負う恐れがあります。

　● 電動アシスト自転車の発進特性に十分慣れるまでは
　　　車が通らない平坦な場所（広場や公園など）で十分
　　　練習してから乗車してください。さもないと急発進して
　　　事故を起こす恐れがあります。

　● 夜間走行時にはライトの点灯確認をおこなう。

　● 自転車の取扱説明書に従って、安全に走行する。
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　● バッテリーに直接ハンダ付けしたり、変形、改造、分解 ● 使用していないコネクターには必ずキャップを
　　  をしない。液もれ、発熱、破裂、発火の原因になります。 　　取り付けてください。

　● バッテリーをストーブなどの熱源のそばに放置しない。 ● 製品の取り付け、調整は販売店にご相談くだ
　　　またバッテリーを火の中に投入したり、加熱しない。 　　さい。
　　　破裂、発火の原因になります。

● 製品は雨天走行に耐える防水設計になって
　● バッテリーに強い衝撃を与えたり、投げたりしない。 　　いますが、水中にはつけないでください。
　　　発熱、破裂、発火の原因になります。

● 高圧洗車はおこなわないでください。水分の
　● バッテリーを水や海水などにつけたり、端子部を濡らさ 　　侵入に寄り故障、あるいはサビの原因となり
　　　ない。発熱、破裂、発火の原因となります。 　　ます。

　● シマノ指定のバッテリーと充電器を使用して、指定さ ● 自転車を倒立させないでください。サイクル
　　　れた充電条件を守ってください。さもないと発熱、破裂 　　コンピューターまたはシフトスイッチが破損
　　　発火の原因となります。 　　する恐れがあります。
　
　● バッテリーが液もれして液が目に入ったときは、こすら ● 製品は丁寧に扱い強い衝撃を与えないで
　　　ずに水道水などのきれいな水で充分洗った後、ただち 　　ください。
　　　ちに医師の治療を受ける。放置すると液により目に障
　　　害を与える原因になります。 ● バッテリーを外した状態でも自転車として機能

　　しますが、電気アシストシステムにライトが接続
　● 充電は湿気の多い場所や、屋外ではおこなわない。 　　されている場合は点灯しません。
　　　感電の恐れがあります。

● 自転車にバッテリーを取り付けたまま直接充電
　● プラグの抜き差しは水に濡れた状態でおこなわない。 　　する場合は、以下のことに気をつけてください。
　　　感電の恐れがあります。もしプラグ内が濡れた場合
　　　には乾燥させた後に挿してください。 　　＊充電の際、バッテリーホルダー充電器差し

　　　　込み口および充電器のプラグに水分が付
　● 所定充電時間を２時間超えてもなお、バッテリーを充 　　　　着していないか確認して下さい。
　　　電している場合は、ただちにコンセントを抜いて、販
　　　売店へ相談する。発熱、破裂、発火の原因となります。 　　＊充電前にバッテリーホルダーにロックがか

　　　　かっていることを確認してください。
　● 外装に目立ったキズや破損のあるバッテリーは使用し
　　　ない。破裂、発熱、故障の原因となります。 　　＊充電中はバッテリーホルダーからバッテリー

　　　　を取り出さないでください。
　● バッテリーの使用温度範囲は以下です。範囲外での
　　　使用はしない。範囲外での使用、保管は発火、傷害、 　　＊充電器を取り付けたまま走行しないでくだ
　　　故障の原因となります。 　　　　さい。
　　　１．放電時　：　ー１０℃～５０℃
　　　２．充電時　：　０℃～４０℃ 　　＊充電時以外はバッテリーホルダーの充電

　　　　差し込み口のカバーは閉めてください。
　● バッテリーを直射日光の当たる場所、炎天下駐車の
　　　車内など、高い温度になる場所に放置しない。バッテ ● 車でアシスト自転車を搬送する際は、車両から
　　　リーを漏液させる原因になる恐れがあります。 　　バッテリーを取り外し、安定した場所に置いて

　　ください。
　● バッテリーの液が皮膚、衣類に付着した場合、ただち
　　　にきれいな水で洗い流す。皮膚に障害を起こす原因 ● バッテリーを取り付ける際は、バッテリーと接続
　　　となります。 　　する部分(コネクター部）に水が溜まっていない

　　いことを確認の上、接続してください。
　● バッテリーは乳幼児やペットの手の届かないところに
　　　保管する。
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　● バッテリーホルダーのキーに記載されているナンバー ＰＣ接続機器を使用してＰＣを自転車（システムまたは
　　　は、スペアキーを再購入する際に必要です。大切に コンポーネント）に接続すると、個別のコンポーネント
　　　保管してください。 やシステム全体のカスタマイズ、ファームウェアの
　● 製品の清掃にシンナー等を使用しないでください。 アップデートなどの作業をＥ－ＴＵＢＥ　ＰＲＯＪＥＣＴで
　　　表面を破損するおそれがあります。 おこなうことができます。
　● ギアは定期的に中性洗剤で洗浄してください。また ● ＰＣ接続機器：ＳＭ－ＰＣＥ１/ＳＭ－ＰＣＥ０２
　　　チェーンを中性洗剤で洗浄し注油することも、ギア ● Ｅ－ＴＵＢＥ　ＰＲＯＪＥＣＴ：ＰＣアプリケーション
　　　及びチェーンの寿命を延ばす効果があります。 ● ファームウェア：各コンポーネント内のソフト
　● バッテリー、樹脂カバーのお手入れの際は、水で濡ら 　　ウェア
　　　した布をかたく絞って拭いてください。
　● 取扱い方法およびメンテナンスについて疑問のある ● 製品のソフトウェアのアップデートは販売店に
　　　方は、購入された販売店にご相談ください。 　　ご相談ください。最新情報はシマノのホーム
　● 通常の使用において自然に生じた摩耗及び経年 　　ページに公開されます。詳しくは「ＰＣとの接続
　　　劣化は保証の対象外になります。 　　通信」の項を参照してください。
　● メンテナンスの頻度は、ライディングの状況により
　　　異なります。チェーンを適切なチェーンクリーナーで
　　　定期的に洗浄する。さび落とし等のアルカリ性、あ
　　　るいは酸性の洗浄液は決して使用しない。これらを
　　　使用するとチェーンが破損し、重傷を負う恐れがあ
　　　ります。
　● 故意あるいは異常が発生した場合には最寄りの販 ● 平成６年６月２０日より、自転車基本法（省略）が
　　　売店にご相談ください。 　　改正され、防犯登録が自転車利用者の義務と
　● システムの改造はシステムに異常をきたす恐れがあ 　　なりました。
　　　りますので絶対におこなわないでください。 　　防犯登録をご希望の方は、お近くの「防犯登録

　　所」（自転車販売店）にて手続きができます。

　電池は資源の有効利用の促進に関する法律
　「資源有効利用促進法」で使用後の回収及び ● お求め頂いた自転車本体
　再資源化が義務付けられています。 ● 品質保証書（取扱説明書付属の品質保証書に

　　必要事項を記入してください）
　● この製品は リチウムイオンバッテリーを使用してい ● お客様の身分証明になるもの（運転免許証、　
　　　ます。バッテリーまたは自転車を廃棄する場合は 　　健康保険証、学生証など）
　　　バッテリーを取外して販売店またはリサイクル協力 ● 防犯登録をする際は別途手数料が必要と
　　　店へ持ち込んでください。 　　なります（お客様の負担になります）
　　　詳細は一般社団法人ＪＢＲＣのホームページをご ● その他、防犯登録についてご不明な点がござい
　　　参照ください。 　　ましたら最寄りの自転車販売店または警察署に
　　　ホームページ　：　httpｓ：//ｗｗｗ.ｊｂｒｃ.com 　　おたずねください

● このユーザーマニュアルに記載されている重要な ● 電動アシスト自転車として道路交通法等に
　　情報の一部は機器ラベルにも記載されています。 　　規定されている基準に適合した自転車で、

　　国家公安委員会から認定を受けた自転車
　　に貼付できるマークです。

● 貼付された型式認定済マークははがさないで ● 型式認定済マークは自転車に貼付されます。
　　ください。

● この型式認定済マークには交通傷害保険は
　　付帯されていません。
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防犯登録・型式認定済マーク

防犯登録をする際に必要なもの

型式認定済マークについて

車体番号

型式認定済マーク



　　　　１・信号無視－－－－－－－－－－－－－－－ーー信号を無視して、交差点などを通過してはならない。
　　　　２・通行禁止違反－－－－－－－－－－－－－ーー道路標識などで通行を禁止している区間は通行しない。
　　　　３・歩行者用道路における車両の義務違反－－－－－－通行可の歩道でも歩行者に注意を払い、徐行して走行する。
　　　　４・通行区分違反－－－－－－－－－－－－－ーー歩車道の区別のある道路では車道の左側端寄りを通行する。
　　　　５・路側帯通行時の歩行者通行妨害－－－－－－－－－－路側帯通行時は歩行者の妨げにならない速度で走行する。
　　　　６・遮断踏切立ち入り－－－－－－－－－－－ーー遮断機、警報機が作動しているときは踏切内に進入しない。
　　　　７・交差点安全進行義務違反等－－－－－－－－－交差点で優先車両の通行を妨げず横断歩行者に注意し走行。
　　　　８・交差点優先車妨害等－－－－－－－－ーーー交差点で、車両の通行を妨害しないよう右折をすること。
　　　　９・環状交差点安全進行義務違反等ーーーーーーー環状交差点内の車両の進行を妨害しないよう徐行走行する。
　　　１０・指定場所一時不停止等－－－－－－－－－－－－－一時停止の指定がある場所では一旦停止をすること。
　　　１１・歩道通行時の通行方法違反－－－－－－－－－－通行可歩道でも歩行者の通行妨害しない車道寄りを徐行する。
　　　１２・制御装置（ブレーキ）不良自転車運転  －－－－－－－ブレーキがない、効かない又壊れた自転車の運転はしない。
　　　１３・酒酔い運転－－－－－－－－－－－－－ーーー酒気を帯びた状態で自転車を運転しない。
　　　１４・安全運転義務違反－－－－－－－－－－ーーー傘をさしたり、携帯電話、音楽プレーヤーを使用しながらの

片手運転はしないこと。

　　　　　違反行為を３年間のうち２回以上摘発された自転車利用者は、公安委員会の命令を受けてから
　　　　　３か月以内の指定された期間に「安全講習」を受講する義務があります。
　　　　　公安委員会の受講命令を無視して受講しなかった場合は、５万円以下の罰金が科せられます。

①３年間で１回以下の摘発 取締りの対象のみ なし

②３年間で２回以上の摘発 安全講習への参加命令 安全講習への参加手数料

③ ②の罰則未対応の場合 裁判所への呼び出し ５万円以下

　　　● １・自転車の通行は車道が原則。歩道は例外です。
自転車は軽車両です。歩道と車道の区別のあるところでは車道通行が原則です。

　　　● ２・車道は左側通行です。
自転車は車道の左側に寄って通行しなければなりません。

　　　● ３・歩道は歩行者優先です。車道寄りを徐行。
歩道ではすぐに停車できる速度で、歩行者の通行を妨げる場合は一時停止する。

　　　● ４・交通安全ルールを守る。
①飲酒運転は禁止。（自転車も飲酒運転は禁止）
②二人乗りは禁止。（６歳未満の子供を１人乗せる場合を除き禁止）
③並進は禁止。（「並進可」標識のある場所以外での並進禁止）
④夜間はライトを点灯。（夜間走行は必ず前照灯の点灯を）
⑤信号を守る。（信号を必ず守る）
⑥交差点での一時停止と安全確認。（安全確認を忘れずに、一時停止は守る）

　　　● ５・子供にはヘルメットを着用
児童、幼児の保護責任者は児童、幼児にヘルメットを着用するようにしましょう。
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自転車の交通ルール（道路交通法）

１４項目の自転車運転の違反行為

罰則・罰金について

自転車の[安全利用五則]を守りましょう

罰則 罰金

自転車の交通ルールを守りましょう



　　　　● ペダル踏力とアシストの比率
＊電動アシスト自転車はアシスト力の法令基準の範囲内でペダルを踏む力や走行速度、
　 変速位置などに応じてアシストをします。

　　　  ● アシスト力の法令基準
＊時速１０ｋｍまでは、こぐ力とアシスト力の比率が「最大１ ： ２」となります。

＊時速１０ｋｍを超えると、しだいにアシスト力を弱めていきます。

＊時速２４ｋｍでアシスト力はゼロになります。

法令基準はあくまでも最大値を定めるものです。商品によってはこの基準の範囲内で
アシストレベルが異なります。

　　　　 ● 次のようなときはアシストしません
＊時速が２４ｋｍ以上のとき。
＊ペダルを踏む力が弱いとき、またはペダルの回転を止めているとき。
＊バッテリーの残量がなくなったとき。
＊電源が切れているとき。
＊走行することができなくなる故障や異常が発生したとき。
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電動アシスト自転車のしくみ



　　　　● 電源をＯＮにするときは、ペダルに足を置かないでください。システムエラーが発生することがあります。
　　　　● 充電中は電源をＯＮにできません。

　　　　● 電源をＯＦＦにするときは、ペダルに足を置かないでください。システムエラーが発生することがあります。

      ● 満充電一回の走行距離は、積載量の重量（乗員を含む）、路面状況、気温、バッテリーの消耗状況などの
　　　　　条件の変化によって大きく差がでます。

　　　　　　　　　　　　　アシストモード 　一充電の走行可能距離

ＥＣＯモード(弱）　　　　　　　　約１１２　ｋｍ

ＮＯＲＭＡＬ（中）　　　　　　　　約１０４　ｋｍ

ＨＩＧＨ（強）　　　　　　　　　　　約　７６　ｋｍ

　　　　※走行距離は一般社団法人自転車協会が制定する走行条件に基づき算出しております。
　　　　　 走行可能距離は実際の使用用途により変化します。
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一充電走行距離

（本書Ｐ２４「アシストモードの変更」も併せてご参照ください。）

それぞれの用途に合わせて、ＳＨＩＭＡＮＯ ＳＴＥＰＳのアシストモードをお選びいただけます。

急な上り坂など、パワフルなアシ

ストが必要なときに使用します。

緩やかな上り坂や平地でも、中

程度のアシストで、心地よい走

りを楽しめます。

平地で長距離ライディングを楽し

みたいときに使用します。強く踏

んでいない場面のアシストを弱

め、エネルギー消費を抑えます。

バッテリー残量が少なくなってきた時には、アシスト力を落として走行可能距離を伸ばすようになっています。

このモードは電源を入れているがアシストをしないモードです。アシストに関しての電力消費がないので、

バッテリー残量が少なくなった時に、バッテリーの消費を抑えるのに有効です。



　　　（Ａ） サイクルコンピューター：
ＳＣ－Ｅ６０１０

　　　（Ｂ） アシストスイッチ：
ＳＷ－Ｅ６０１０－Ｌ
ＳＷ－Ｅ６０００

　　　（Ｃ） フロントチェーンリング：
ＳＭ－ＣＲＥ８０

　　　（Ｄ） クランクアーム：
ＦＣ－Ｅ８０００
ＦＣ－Ｅ８０５０

　　　（Ｅ） ドライブユニット：
ＤＵ－Ｅ８０８０

　　　（Ｆ） スピードセンサー：
ＳＭ－ＤＵＥ１１

　　　（Ｇ） ドライブユニットカバー：
ＳＭ－ＤＵＥ８０－Ａ
ＳＭ－ＤＵＥ８０－Ｂ

　　　（Ｈ） バッテリー（外付けタイプ）/
バッテリーホルダー(外付け
タイプ）：
ＢＴ－Ｅ８０１０/ＢＴ－Ｅ８０１４
（日本仕様）
ＢＭ－Ｅ８０１０
ＢＴ－Ｅ６０１０（日本仕様）
ＢＭ－Ｅ６０１０

　　　（Ｉ） 充電器：
ＥＣ－Ｅ６０００/ＥＣ－Ｅ６００２
（日本仕様）

　　　（Ｊ） Ｅ－ＴＵＢＥ（ＥＷ－ＳＤ５０）

　　　（Ｋ） 専用ディスクブレーキローター：
ＲＴ－ＥＭ８００
ＲＴ－ＥＭ９００

　　　電動変速の場合
　　　（Ｌ） シフトスイッチ：

ＳＷ－Ｅ６０１０－Ｒ
ＳＷ－Ｅ６０００

　　　（Ｍ） リヤディレィラー（Ｄ１２）：
ＲＤ－Ｍ８０５０
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● アシストが提供する最大速度はメーカー側で設定されていますが、自転車を使用する条件によって異なります。

けんけん乗り（けり乗り）はしないこと。
　禁止 転倒や接触事故によるけがの恐れが

あります。
必ずサドルにまたがって、発進して
ください。

　　　　電動アシスト自転車に慣れるまでは、 けんけん乗り（けり乗り）とは、片足で
　　　　車が通らない平坦な場所（広場や ペダルをこぎながら助走し、反動をつ
　　　　公園など）で十分練習してください。 けてサドルにまたがる乗り方です。
　　　　 転倒や衝突事故によるけがの恐れ
　　　　 があります。

停車中は前後ブレーキを掛けた状態
にし、ペダルに足を乗せないこと。
不用意なアシスト力が働き、転倒や

　　　禁止 接触事故によるけがの恐れがあり
ます。

　　　　発進時はペダルを強く踏み込まない。
　　　　 思わぬ急発進により、転倒や衝突事 　　　　電源を入れてあとに駆動のチェーンに触ったり、
　　　　 故によるけがの恐れがあります。 警告　上から強く押したりしないでください。
　　　　 強く踏み込まなくても楽に発進する 　　　　　システムに異常が発生する恐れがあり故障の原因に
　　　 　ことができます。 　　　　　なります。
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電動アシスト自転車を安全に乗るために

禁止



　　シマノ指定のバッテリーをご使用ください。
　　出荷状況では、バッテリーはすぐに使用でくる状態ではありません。
　　専用充電器で充電することでバッテリーが使用可能になります。
　　必ず充電してから使用してください。バッテリー上のＬＥＤが点灯すれば使用可能です。

　　　　● 充電器を分解、改造しない。 　　　　●充電器およびアダプタ―が損傷して
　　　　　　感電、けがの原因になります。 　　　　　　いないか、特にコード、プラグおよび
　　　　 　　　　　　筐体を定期的に確認する。充電器
　　　　● 充電は当社指定のバッテリー 　　　　　　およびアダプタ―が損傷している場
　　　　　　と充電器の組合わせでおこ 　　　　　　合、販売店又は代理店の修理が
　　　　　　ない、当社指定の充電条件を 　　　　　　完了するまでは絶対に使用しない
　　　　　　守る。さもないと発熱、破裂、 　　　　　　でください。
　　　　　　発火の原因となります。 　　　　　　この製品は、安全責任を持つ人によ

　　　　　　る監督や、製品の使用指導のもとで
　　　　　　使用してください。子供を含めて身体
　　　　　　敵、感覚的、精神的能力が減少して
　　　　　　いる人、又は経験や知識の無い人に

　　　　● 所定充電時間を２時間超えて 　　　　　　は使用させないでください。この製品
　　　　　　もなお、バッテリーを充電して 　　　　　　のそばで子供を遊ばせないでくださ
　　　　　　入る場合は、直ちにコンセント 　　　　　　い。
　　　　　　を抜いて、販売店へ相談する。
　　　　　　発熱、破裂、発火の原因となり
　　　　　　ます。

所定充電時間　（充電器：ＥＣ－Ｅ６００２を使用）

※本製品のバッテリーはＢＴ－Ｅ８０１４を使用しています。
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充電器の取扱いについて

充電器の各部の名称

バッテリー バッテリー残量０％からの充電時間

ＢＴ－Ｅ８０１４ 約６．５時間



　　● 充電は当社指定のバッテリーと充電器の組み合わせで行い、当社指定の
　　　　充電条件を守る。さもないと発熱、破裂、発火の原因となります。

　　● 充電中は長時間、皮膚の同じところで触れないこと。
　　　　充電中は、４０～６０℃になる場合があり、低温やけどの恐れがあります。

　　ＢＴ－Ｅ８０１０ / ＢＴ－Ｅ８０１４の場合

　　　　　充電器の電源プラグをコンセントに差込みます。

　　　　　充電プラグをバッテリーの充電コネクターに差込
　　　　　みます。

　　　　　● 屋内の平坦な場所で充電してください。
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● コンセントから充電器の電源プラグおよびバッテリーから充電プラグを

抜く際は、コード部分を持って抜かないでください。

● 自転車にバッテリーを取付けた状態で充電する場合は、充電器のコー

ドに足を引っ掛けないように気を付けてください。けがおよび自転車の

転倒による製品の破損に繋がるおそれがあります。

● 新車の状態で長期保管する場合は、使用を開始する直前に充電してください。

一度充電すると、バッテリーの劣化が始まります。

● Ｅ－ＴＵＢＥ ＰＲＯＪＥＣＴに接続し、[接続確認]をクリックして、使用中のバッテ

リーがシマノ指定のバッテリーかどうかを確認してください。

ＢＴ－Ｅ８０１０ / ＢＴ－Ｅ８０１４



　　充電器　：　ＥＣ－Ｅ６００２
　　バッテリー　：　ＢＴ－Ｅ８０１０ / ＢＴ－Ｅ８０１４

　　　　　充電器の電源プラグをコンセントに差込みます。

　　　　　バッテリーホルダーの充電コネクターに充電プラグを差込みます。
　　　　　● 充電中に自転車が転倒しないように固定して下さい。
　　　　　● 充電を開始する前に、充電器を床などの安定した場所に置いてください。
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充電後、充電コネクターのキャップは確実に閉めて

ください。

● 雨のかかる場所や直射日光の当たる場所での

バッテリーの充電はしないでください。

● 充電中はカバーをしたり、上に物を置いたりしない。

内部が発熱、火災の恐れがあります。

ＢＴ－Ｅ８０１０ / ＢＴ－Ｅ８０１４



　　充電が開始されると、充電器のＬＥＤランプが点灯します。

　　バッテリーＬＥＤランプで、現在の充電状況を確認
　　できます。

14

充電中（充電完了後：１時間以内）

充電エラー

バッテリー未接続

０％～２０％

２１％～４０％

４１％～６０％

６１％～８０％

８１％～９９％

１００％



　　バッテリーの電源ボタンを押すと、現在のバッテリー残量を確認することができます。
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バッテリー残量が少なくなると、システム機能は以下の順番で停止します。

パワーアシスト(アシストモードが自動的に［ＥＣＯ］に切り替わり、その後アシストが

停止します。バッテリー駆動ライトが接続されている場合には、［ＥＣＯ］への切替え

タイミングが早くなります。)

変速

ライト

１００％～８１％

８０％～６１％

６０％～４１％

４０％～２１％

２０％～１％

０％

（バッテリーが自転車に取付けられて

いない状態）

０％、 電源ＯＦＦ / シャットダウン

（バッテリーが自転車に取付けられて

いる状態）



　充電はバッテリー残量によらず自由に行えますが、以下の場合、満充電まで一気に充電してください。
　その際、必ず専用充電器を使用してください。

　　● 購入した状態ではバッテリーは満充電されていません。走行する前に必ず満充電まで充電してください。

　バッテリーを完全に放電しきった際は、速やかに充電してください。そのまま放置した場合、バッテリー
　の劣化が進行します。

　　● 長期間自転車に乗らない場合は、約７０％のバッテリー容量を残して保管してください。また、６ケ月ごとに
　　　　充電して、バッテリーが完全に空にならないようにしてください。

　バッテリーは、バッテリーホルダーに鍵で固定します。
　数種類の鍵があるため、下記の説明と異なる場合があります。

　　　　バッテリーホルダーのキーシーリングに鍵を差し
　　　　込みます。

　　　　あたりを感じるまで鍵を左に回してバッテリーの
　　　　ロックを外します。
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● バッテリーを差し込む際に鍵の位置は影響しません。どの

位置でも差し込み可能です。

● 差し込み位置以外では、鍵を抜くことができません。

脱落防止のために、鍵を差したままで走行しないでください。



　　　　バッテリー底部にある凹部とホルダーの凸部を
　　　　合わせて差し込みます。

　　　　差し込み部分を支点にしてバッテリーを右側に
　　　　スライドさせます。カチッと音がするまで押し込
　　　　んでください。

　　　　鍵をロック位置に戻し、引き抜いて安全な場所に
　　　　保管してください。

　　電源をＯＦＦにしてから、鍵を開錠位置まで回転させ
　　ます。

　　バッテリーの上部を持ち、左にスライドさせて取外し
　　ます。
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● バッテリーがロックされていることを確認してから

走行してください。確実にロックされていないと

走行中、バッテリーが外れて落下するおそれが

あります。

● ご乗車の前に充電コネクターのキャップが閉じて

いることを確認してください。

● バッテリーをしっかり持ち、取外しや持ち運びの

際に落下させないように注意してください。

● バッテリー本体は両手で取り扱ってください。

落下して破損、けがをする恐れがあります。



　　図のようにサイクルコンピューターをブラケットにスライド
　　させて取付けます。

　　取外すときは、ブラケットのレバーを強く押しながら
　　サイクルコンピュータ―をスライドさせて取外して
　　ください。

18

サイクルコンピューターがブラケットに正しく挿入されてい

ない場合は、アシストは正常に作動しません。



　● サイクルコンピューターの電源ボタンを約２秒長押し
　　　します。

　バッテリーの電源ボタンを押します。
　ＬＥＤライトが点灯し、バッテリー残量を示します。

オートパワー
ＯＦＦ機能

　電源のＯＮ/ＯＦＦ時には、右図のようなロゴ画面が表示
　されます。
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サイクルコンピューターの内臓バッテリーが十分に充電

されていないと、電源の操作ができません。

サイクルコンピューターの内臓バッテリーは、サイクルコ

ンピューターの電源がＯＮの状態でのみ充電されます。

● 電源を入れる際には、バッテリーがホルダーにしっ

かりと固定されていることを確認してください。

● 充電中は電源をＯＮにできません。

● 電源をＯＮにするときは、ペダルに足を置かない

でください。システムエラーが発生することがあり

ます。

● 電源を強制的にＯＦＦにするには、電源ボタンを５秒間

長押しします。

● 自転車を１０分間動かさないと、電源は自動的にＯＦＦ

になります。（オートパワーＯＦＦ機能）

ＢＴ－Ｅ８０１０ / ＢＴ－Ｅ８０１４

２秒間長押し



　スイッチユニットがＳＷ－Ｅ６０１０の場合
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変速操作は、必ずクランクを回しながらおこなってください。

● 乗車時のスイッチの機能割り当てを、ここで説明している内容から変更することができます。詳しくは

購入された販売店にご相談ください。

● 本書では、以後の操作説明をＳＷ－Ｅ６０１０を例にして記載しています。ＳＷ－Ｅ６０００の場合、

スイッチの配置が異なりますのでご注意ください。

乗車時： アシスト力を強くします。

設定時： カーソルの移動や設定の

変更に使用します。

乗車時： リヤの変速操作を行い、

ぺダリングを重くします。

乗車時： アシスト力を弱くします。

設定時： カーソルの移動や設定の

変更に使用します。

乗車時： リヤの変速操作を行い、

ぺダリングを軽くします。

乗車時： サイクルコンピューターの走行

情報の表示を切り替えます。

設定時： サイクルコンピューターの画面

を切り替えたり、変更した設定

を確定させます。

乗車時： サイクルコンピューターの走行

情報の表示を切り替えます。



　　　　バッテリー駆動ライトを接続している場合、サイク
　　　　ルコンピューターのライトボタンを押すと、ライトが
　　　　点灯します。
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● バッテリー駆動ライトを接続していない場合、サイ

クルコンピューターの設定メニューで［Backlight］を

［MANUAL］に設定すると、サイクルコンピューター

のライトボタンでバックライトの点灯/消灯のみを

操作できます。この場合、バックライトを点灯にし

ても画面上にライトの点灯を示すアイコンは表示

されません。

● ライトの消灯は、バッテリー本体電源のＯＦＦと連動

します。本体の電源がＯＦＦのときにライトは点灯し

ません。

（この製品にはライトは装備されていません）

● 仕様により、サイクルコンピューターのライトボタンには

アイコンが印字されていない場合があります。

ライト点灯時 ライト消灯時



　アシスト自転車の状態や、走行情報を表示します。
　ギア段数は電動変速時にのみ表示されます。

現在のバッテリー残量を目盛りとパーセン
テージで表示します。

電動変速の場合は、現在のギア段数を表示
します。

最高速度や累計走行距離といった走行情報を
表示します。

アシスト力を表示します。

現在のアシストモードを表示します。

現在の速度を表示します。

現在の時刻を表示します。

バッテリー駆動ライトが点灯していることを
お知らせします。
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（Ｂ）ギヤ段数の表示



  サイクルコンピューター上でバッテリー残量を確認することができます。

　　　　● リチウムイオン電池は高性能充電式電池の一種で充電と放電を繰り返し使用できる優れた電池です。
　　　　● バッテリーの寿命は気温、使用状態、充電の仕方回数などによって異なります。
　　　　● 充電回数の増加に伴い一回の充電容量が少なくなります。
　　　　● 長時間使用せずに保管すると自己放電によりバッテリー残量が次第に少なくなります。
　　　　● バッテリー保護のため、満充電後の再充電はしないでください。
　　　　● 冬期（約５℃以下）や寒い環境では充電一回当たりの走行が短くなります。これはバッテリーの特性です。
　　　　　　気温が高くなると走行距離はもとに戻ります。
　　　　● 夏期の熱い環境では、

＊バッテリーの内部温度が高いときに充電しようとすると、充電ができないときがあります。
＊バッテリーの温度が高いと、システム保護のためアシスト力が低下することがあります。
＊バッテリーの周辺温度が高いと、充電に時間がかかることがあります。適正な温度（０℃～４５℃以下）
　 になれば回復します。

　　　　● 所定充電時間を２時間超えてもなお充電している場合は、直ちにコンセントを抜いて充電を中止してください。

　　　● 保証対象外となる症状などの事項（保証期間内でも下記の場合は原則として保証対象外になります）
　　　　　１・バッテリーの劣化。（初期容量の５０％以下になったもの）
　　　　　２・バッテリーの特性による使用環境、天候、積載条件などに起因する一満充電当たりの走行距離低下。

（一時的なものを含む）
　　　　　 ＊外気温が低い冬期に、一満充電での走行可能距離が夏期使用時より少なくなる現象。

＊上がり坂が多い、発進頻度が高い、積載量を含む総重量が重い事による一満充電での走行距離が
　 短くなる現象。

　　　　　３・バッテリーの温度特性またはシステム保護のための一時的なアシスト力低下。
＊外気温が１０℃以下の冬期使用時に、一時的にアシスト力が低下する現象。
＊外気温が高い夏期に、長い坂道を登ったり、重い荷物を積載して走行した場合、システム保護の
　 ためにアシスト力が低下する現象。

　　　　　４・バッテリーの温度特性またはシステム保護のための充電の一時的な中断、待機の現象。
＊気温０℃以下の低温、夏の直射日光が当たる場所や走行直後の高温時に充電した場合、充電の
　 中断または待機になる現象。

　　　　　５・誤った使用及び不当な修理やバッテリーの分解、バッテリー内部部品の交換、改造、加工をした
　　　　　　　バッテリーをこの自転車に使用されたことが原因で発生する故障及び損傷。
　　　　　６・業務用（荷物運搬、新聞配達等）営業用（レンタサイクル等）不特定多数で使用された場合の故障
　　　　　　　及び損傷。
　　　　　７・落下や水の浸入などの取扱いの誤りによる故障及び損傷。
　　　　　８・火災、地震、水害、落雷、その他天災地変及び公害、塩害、ガスなど、異常電圧、指定外の使用電源
　　　　　　　（電圧、周波数）などによる故障、および損傷。
　　　　　９・保証書のご提示が無い場合、またはお買い上げ年月日、お客様名、販売店名の記入の無い場合、
　　　　　　　あるいは字句を書き換えられた場合。
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バッテリー保証の対象外について

バッテリー（リチウムイオン電池）の特性について



    アシストスイッチのＸまたはＹを押してアシストモードを
　　切り替えます
　　（アシストスイッチは本書のＰ２０の図を参照ください）
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　　アシストスイッチのＡを押すたびに、サイクルコン
　　ピューターに表示されている走行情報を切り替え
　　ることができます。
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＊１ ［ＤＳＴ］の表示中にアシストスイッチのＡを長押しすると、走行情報が全てリセットできます。

＊２ 表示される数値は参考値です。

＊３ 下図の表示になります。この時ギア段数の表示はできません。

＊４ オプション項目：表示設定のカスタマイズが可能です。詳しくは購入された販売店にご相談ください。



　　サイクルコンピューターの基本画面から、走行距離をリセットして０に戻すことができます。

　　　　アシストスイッチのＡを押して、走行情報の表示を［ＤＳＴ］に切り替えます。

　　　　次に［ＤＳＴ］の表示が点滅し始めるまでアシストスイッチのＡを長押しします。

　　　　［ＤＳＴ]の表示が点滅している状態で再度アシストスイッチのＡを押すと、走行距離がリセットされます。
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● [ＤＳＴ]の表示が点滅した状態で５秒間操作しないと、点滅が止まります。

● 走行距離をリセットすると、[ＡＶＧ](走行時間）、[ＡＶＧ](平均速度）、および[ＭＡＸ]（最大速度）の内容もリセット

されます。



　　　　停車状態で、サイクルコンピューターの表示が基本
　　　　画面から設定メニュー画面が設定メニューに切り替
　　　　わるまで、アシストスイッチのＸとＹを同時に押し続
　　　　けます。

　　　　設定メニュー画面に切り替わったら指をはなして
　　　　ください。
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　　　　アシストスイッチのＸまたはＹを押して、設定したい
　　　　項目にカールを移動します。
　　　　Ａを押すと選択した項目の設定画面を表示します。
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[Ａｄｊｕｓｔ] および[RDprotection reset] は電動変速の場合のみ機能します。

設定リセット

時計設定

バックライト設定

バックライト輝度設定

ビープ設定

Ｋｍ/ｍｉｌｅ切り替え

言語設定

フォントカラー設定

電動変速ユニットの

変速調整

ＲＤプロテクション

リセットの実行

メイン画面に戻る



　　　　走行距離をリセットします。また、表示設定をデフォルト（初期状態）の状態にリセットします。

　　　　アシストスイッチのＸまたはＹを押して、リセット
　　　　したい項目を選択します。

　　[Deｆault]　でリセットされる項目とデフォルト値は
　　下記になります。

　　　　アシストスイッチのＡを押すと、選択した項目が、
　　　　リセットされます。
　　　　画面は自動的に設定メニュー画面に戻ります。
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走行距離をリセットすると、[ＴＩＭＥ]（走行距離）

[AGV](平均速度）、および[MAX](最大速度）の

内容もリセットされます。

設定メニュー画面に

戻ります。

走行距離をリセットします。

サイクルコンピューターの

表示設定をデフォルトに

リセットします。

ＯＮ

ＯＮ

Ｋｍ

Ｅｎｇｌｉｓｈ

３

Ｗｈｉｔｅ



　　時刻の設定は、時→分の順で行います。

　　　　アシストスイッチのＸまたはＹを押して現在時を
　　　　合わせます。

　　　　アシストスイッチのＡを押すと、設定が有効と
　　　　なり、分の設定へ移動します。

　　　　アシストスイッチのＸまたはＹを押して、分を
　　　　合わせます。

　　　　アシストスイッチのＡを押すと、設定が有効に
　　　　なります。
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Ｘを押すと数字が大きくなります。

Ｙを押すと数字が小さくなります。

上記手順１や３で、ＸまたはＹを長押しすると、

すばやく数値を切り替えることができます。



　　　サイクルコンピューターの画面のバックライトを設定します。

　　　　アシストスイッチのＸまたはＹを押して、設定したい
　　　　項目を選択します。

　　　　アシストスイッチのＡを押すと、選択した項目が
　　　　有効になります。
　　　　画面は自動的に設定メニュー画面に戻ります。
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バッテリー駆動ライトを接続していない場合、

[Backlight] を[ＭＡＮＵＡＬ]に設定すると、サイ

クルコンピューターのライトボタンでバックライト

の点灯/消灯のみを操作できます。

バックライトを常時点灯

します。

バックライトを常時消灯

します。

バッテリー駆動ライトの

点灯 / 消灯と連動して

バックライトを点灯 / 消
灯させます。



　　バックライトの輝度をお好みに合わせて設定できます。

　　　　アシストスイッチのＸまたはＹを押して、輝度を調整
　　　　します。
　　　　● 輝度は５段階で調整できます。

　　　　アシストスイッチのＡを押すと、変更した輝度が
　　　　有効になります。
　　　　画面は自動的に設定メニュー画面に戻ります。

　　ビープ音を鳴らすかどうかを設定します。

　　　　アシストスイッチのＸまたはＹを押して、設定した
　　　　い項目を選択します。

　　　　アシストスイッチのＡを押すと、選択した項目が
　　　　有効になります。
　　　　画面は自動的に設定メニュー画面に戻ります。
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[Beep] が[ＯＦＦ]に設定されている場合でも、誤作動や

システム異常などの場合はビープ音が鳴ります。

ビープ音を鳴らします。

ビープ音を鳴らしません。



　　距離の単位を、Ｋｍまたはｍｉｌｅから選択します。同時に速度の表示もＫｍまたはｍｉｌｅに切り替ります。

　　　　アシストスイッチのＸまたはＹを押して、
　　　　設定したい項目を選択します。

　　　　アシストスイッチのＡを押すと、選択した
　　　　項目が有効になります。
　　　　画面は自動的に設定メニュー画面に戻ります。

　　サイクルコンピューターの表示言語を設定します。

　　　　アシストスイッチのＸまたはＹを押して、
　　　　設定したい項目を選択します。

　　　　アシストスイッチのＡを押すと、選択した項目が有効になります。
　　　　画面は自動的に設定メニュー画面に戻ります。
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Ｋｍ表示

ｍｉｌｅ表示

英語

フランス語

ドイツ語

オランダ語

イタリア語

スペイン語



　　　サイクルコンピューターの表示文字色を選択ます。

　　　　アシストスイッチのＸまたはＹを押して、設定した
　　　　い項目を選択します。

　　　　アシストスイッチのＡを押すと、選択した項目が
　　　　有効になります。
　　　　画面は自動的に設定メニュー画面に戻ります。
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黒背景に白文字で表示

されます。

白背景に黒文字で表示

されます。



　　　電動変速の場合、変速調整が可能です。
　　　変速操作時に異音や違和感を感じる場合には、購入された販売店にご相談ください。

　　　転倒などからシステムを保護するため、リアディレーラーに強い衝撃を受けると、ＲＤプロテクション機能が働き
　　　ます。モーターとリンク部の接続が一時的に解除され、リアディレーラーが正しく動作しなくなります。ＲＤプロ　
　　　テクションリセットを実行すると、モーターとリンク部の接続が回復し、リアディレーラーがＲＤプロテクションから
　　　復旧します。

　　　　アシストスイッチのＸまたはＹを押して[ＯＫ]を選択
　　　　します。

　　　　アシストスイッチのＡを押してＲＤプロテクション
　　　　リセットを実行します。
　　　　その後、クランクを回してモーターとリンク部の
　　　　接続を回復させてください。

　　　　アシストスイッチのＸまたはＹを押して、設定メニュー画面から[Ｅｘｉｔ]を選択します。

　　　　アシストスイッチのＡを押すと基本画面に戻ります。
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ＲＤプロテクションリセット

を実行します。

ＲＤプロテクションリセット

を実行しない場合は、

[Ｃａｎｃｅｌ]を選択します。



　　ドライブユニットに設定されているデータは通常自動的にバックアップされます。ただし、下記の場合はバック
　　アップデータを更新するかどうか確認するメッセージが表示されます。
　　● 設定の異なる自転車にサイクルコンピューターを付け替えた場合。
　　● Ｅ－ＴＵＢＥ　ＰＲＯＪＥＣＴでドライブユニットの設定を変更した場合。

　　　ＳＨＩＭＡＮＯ　ＳＴＥＰＳ　Ｅ８０８０シリーズの設定やファームウェアデートをおこなうには、Ｅ－ＴＵＢＥ　ＰＲＯＪＥＣＴ
　　　が必要です。
　　　サポートサイト（http;//e-tubeproject.shimano.com）にアクセスし、Ｅ－ＴＵＢＥ　ＰＲＯＪＥＣＴをダウンロードして
　　　ください。
　　　Ｅ－ＴＵＢＥ　ＰＲＯＪＥＣＴのインストール方法はサポートサイトをご確認くださ。またＰＣの操作方法はＥーＴＵＢＥ
　　　ＰＲＯＪＥＣＴのヘルプマニュアルをご参照してください。
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充電中はＰＣとの接続通信はできません。

● ＳＨＩＭＡＮＯ ＳＴＥＰＳ Ｅ８０８０シリーズをＰＣと接続するには、ＳＭ－ＰＣＥ１/ ＳＭ－ＰＣＥ０２が必要です。

また、以下の場合にはＳＭ－ＪＣ４０/ＪＣ４１が必要になります。

・ 電動変速を採用している場合など、サイクルコンピューターのＥ－ＴＵＢＥポートに空きがない場合。

・ ＳＷ－Ｅ６０００/６０１０の単体をＰＣに接続する場合。

● ファームウェアは予告なく変更される場合があります。

必要がある場合は販売店にご相談ください。



　自転車システムと ケーブルが抜けていないか、配線が間違えていな
　　　システムエラー 　の通信異常 いかを確認して下さい。

状況が回復しない場合は、販売店に問い合わせ
てください。

　温度が動作保証範 直射日光を避けた涼しい場所で、バッテリー内部
　　　温度保護 　囲を超えた場合、 温度が十分下がるまで放置してください。

　バッテリーの出力 状況が回復しない場合は、販売店に問い合わせ
　を停止します。 てください。

　正規のドライブユ
　ニットが接続され 正規のバッテリーとドライブユニットを接続させて

　　　セキュリティ 　ていない場合に ください。
　　　認証エラー 　表示されます。 ケーブルの状態を確認してください。

　ケーブルが一部断 状況が回復しない場合は、販売店に問い合わ
　線している場合に せてください。
　表示されます。

　充電中に異常が バッテリーと充電器の接続コネクターを取除き、
　　　充電エラー 　あった場合に表示 バッテリー単体で、電源ボタンを押してください。

　されます。 バッテリー単体でエラーが表示された場合は、販
売店に問い合わせてください。

　バッテリー内部の 一端、充電器に接続した後に取外し、バッテリー
　　　バッテリー故障 　電気異常 単体の状態で電源ボタンを押してください。

バッテリー単体でエラーが表示された場合は、販
売店に問い合わせてください。
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　　エラーが解消すると消える表示です。

　  ドライブユニットが 　　　アシスト力が通常より ドライブユニットの温度が低下するまで、アシスト
　　Ｗ０１０　 通常動作時よりも 　　　低下します。 走行を中止してください。

　 高温になっていま 状況が回復しない場合は代理店へご相談ください
　 す。

　 走行速度が検出 　　　アシスト上限速度が通 スピードセンサーが正しく取付けられているか確認
　　Ｗ０１１　 できていません。 　　　常より低下します。 してください。

状況が回復しない場合は代理店へご相談ください

　 トルクセンサーの 　　　アシスト力が通常より ペダルに足をのせずにバッテリーの電源ボタンを
　　Ｗ０１３　 初期化が正常に 　　　低下します。 押して電源を入れ直してください。

　 完了しませんでした 状況が回復しない場合は販売店へご相談ください

　 システムの設定と
　　Ｗ０３２　 異なる変速機が取 　　　変速ができません。 販売店へご相談ください。

　 付けられています。

　　画面全体にエラー表示が出た場合、下記のいずれかの方法で表示をリセット
　　してください。
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リセットしてもエラーが解消されない、または現象が頻発する場合は

販売店にご相談ください。



　システムの異常が バッテリーの電源ボタンを押して電源を入れ直し
　Ｅ０１０ 　検出されました。 　アシスト走行ができません。 してください。

状況が回復しない場合は、代理店へご相談く
ださい。

　システム動作で異
　Ｅ０１１ 　常が発生しました 　アシスト走行ができません。 電源を入れ直してください。

　ドライブユニットの
　Ｅ０１３ 　ファームウェアに 　アシスト走行ができません。 購入された販売店または代理店へご相談くだ

　異常が検出され さい。
　ました。

　スピードセンサー
　Ｅ０１４ 　の取付け位置が 　アシスト走行ができません。 購入された販売店または代理店へご相談くだ

　誤っている可 さい。
　能性があります。

　バッテリーとドライ ドライブユニットとバッテリー間のエレクトリック
　Ｅ０２０ 　ブユニット間の通 　アシスト走行ができません。 ワイヤーが正しく接続されているか確認して

　信異常が検出さ ください。
　れました。 状況が回復しない場合は、代理店へご相談

ください。

　ドライブユニットに
　接続されている バッテリーの電源ボタンを押して電源を入れ

　Ｅ０２１ 　バッテリーはシス 　アシスト走行ができません。 直してください。
　テム標準に準拠 状況が改善しない場合は、代理店へご相談
　していますが非 ください。
　対応製品です。

　ドライブユニットに バッテリーの電源ボタンを押して電源を入れ
　接続されている　 　すべてのシステム機能が 直してください。

　Ｅ０２２ 　バッテリーがシス 　シャットダウンします。 状況が回復しない場合は、販売店へご相談
　テム標準に準拠 ください。
　していません。

　
　現在のファームウ E-TUBE PROJECTを接続し、アシスト自転車

　Ｅ０３３ 　ェアーは本システ 　アシスト走行ができません。 の全ユニットのファームウェアを最新バージョン
　ムに対応していま にアップデートしてください。
　せん。

　サイクルコンピュ
　－ターのファーム 購入された販売店又は代理店へご相談

　Ｅ０４３ 　ウェアの一部が 　アシスト走行ができません。 ください。
　壊れている可能
　性があります。
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全　長 　　１８７０ｍｍ

全　幅 　　６５５ｍｍ
　　寸

サドル地上高さ 　　約８７５ｍｍ～１００５ｍｍ
　　法

リムサイズ 　　１４Ｇ×３２Ｈ、２７．５ ＡＬＥＸ / ＦＲ３０

タイヤサイズ 　　２７．５×２２ ＭＡＸＸＩＳ

チューブサイズ 　　２７．５×２．２０ / ２．５０　Ａ / Ｖ

　　　　総車両重量
　　(バッテリーを含む）

　　　　フレーム 　　変形ダイヤモンド形　　４６０ｍｍ ＡＬＬＯＹ６０１０

　　　　フロントホーク 　　サスペンションホーク（SF19-XCR32-BOOST） ＳＲ－ＳＵＮＴＯＵＲ

　　　　ハンドル 　　ランダーバー形　６４０ｍｍ Ｔｒａｎｚ Ｘ

　　　前 　　油圧式ディスクブレーキ（Ｈｙｄｒａｕｌｉｃ　Ｄｉｓｋ） ＳＨＩＭＡＮＯ　ＢＲ－Ｍ６０００
　　　　ブレーキ

　　　後 　　油圧式ディスクブレーキ（Ｈｙｄｒａｕｌｉｃ　Ｄｉｓｋ） ＳＨＩＭＡＮＯ　ＢＲ－Ｍ６０００

　　　　ギアクランク 　　３４Ｔ×１７０ｍｍ　ＳＭ－ＣＲＥ８０ / ＦＣ－Ｅ８０００ ＳＨＩＭＡＮＯ

　　　　フリーホイール 　　ＣＳ－ＨＧ２００－９段 ＳＨＩＭＡＮＯ

　　　前 　　ＨＢ－ＭＴ４００－Ｂ ＳＨＩＭＡＮＯ
　　　　ハ　ブ

　　　後 　　ＦＨ－ＭＴ４００－Ｂ ＳＨＩＭＡＮＯ

　　　　チェーン 　　ＣＮ－Ｅ６０７０－９ ＳＨＩＭＡＮＯ

　　　　ペダル 　　ＶＰ－５０１ ＶＰ　ＣＯＭＰＯＮＥＮＴＳ

　　　　にぎり 　　ＶＬＧ－１２６６ＡＤ２－Ｌ２ ＶＥＬＯ

　　　　サドル 　　ＶＬ－１４８９ ＶＥＬＯ

　　　　スポーク 　　１４Ｇ×２７１ｍｍ×２７３ｍｍ

　　　　適応身長 　　１６５ｃｍ　以上

　　　　バッテリー 　　ＢＴ－Ｅ８０１４（日本仕様）　外付けタイプ

　　　　充電器 　　ＥＣ－Ｅ６００２（日本仕様）
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仕様 電動アシスト自転車 （ＪＥ－２７９Ｅ）

品名 内容

約 ２０．９ ｋｇ



輸入元
　　　　〒５５９－００２３大阪市住之江区泉２丁目１番８８号
　　　　 ＴＥＬ（０６）６６８６－０９９５　ＦＡＸ（０６）６６８６－５２２０

http://www.gsglobal.co.jp/bike

キーについているナンバーはスペアキーを購入する際に必要です。

下記の欄にご記入いただき、大切に保管してください。

キーナンバー

http://www.gsglobal.co.jp/bike

